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１．目的 

 本研究の目的は、障害者のスポーツ実施の実態

(運動行動)別に、その背景・要因と考えられる内

的要素について明らかにすることである。具体的

には障害者の運動実施頻度群別にスポーツ価値意

識と経験価値の差異や関連を言及していく。 

 

２．研究方法 

１）対象者：全国のスポーツクラブで活動する

身体障害者 

２）調査方法：郵送配布・Web アンケート併用

の質問紙調査法 

３）分析方法：因子分析、クラスタ分析、一元

配置分散分析、相関分析を用いて運動実施

頻度群別のスポーツ価値意識・経験価値に

ついて比較した。 

 

３．結果と考察 

１）運動実施頻度群の属性 

運動実施頻度の回答を基に、低頻度実施

群 (49 名 ,29.9%) 、 中 頻度 実 施群 (66

名,40.2%)、高頻度実施群(49 名,29.9%)に

群分けした。低頻度実施群においては 70

代以上の割合が有意に高い値を示した。高

頻度実施群においては 30 代未満の割合が

有意に高い値を示した。 

(χ2=25.282,df=14,p<.05) 

２）スポーツ価値意識の比較 

スポーツ価値意識因子(娯楽的志向、禁

欲的志向、手段的志向)のクラスタ分析によ

って障害者を 3タイプに分類した。それぞ

れ低頻度実施群は娯楽タイプ、中頻度実施

群は手段タイプ、高頻度実施群は禁欲タイ

プが有意に高い値を示した。 

(χ2=35.541,df=4,p<.001) 

３）経験価値の比較 

3 群間による経験価値の比較の結果、習

慣的経験、教養的経験において高頻度実施

群が有意に高い値を示した（p<.001）。また

連帯的経験に関して 3群ともに高い値を示

した。即ち運動実施頻度に関わらず、人と

の繋がりに強い価値意識を持っていると言

える。 

図 1  3 群間による経験価値の比較 

４）3 群間による相関パターンの比較 

スポーツ価値意識と経験価値の群別に

よる相関については各群・項目で相関がみ

られたが、著しい特徴として中頻度実施群

のみ娯楽的志向と経験価値(高揚・習慣・連

帯)の間で相関がみられた。 

 

４．結論 

 本研究では、特に実施頻度によって運動・スポ

ーツの価値意識や経験価値の認識に差があった。

運動頻度によって娯楽的、手段的、禁欲的な取り

組み方が存在していると言える。自身の障害や環

境に合わせて、最も適した取り組み方を洗濯して

いると推察される。また、障害者は運動実施頻度

に関わらず、運動・スポーツを通して「人との繋

がり」に強い価値意識を持っていると言える。即

ち障害者にとっては運動・スポーツが繋がりやそ

れを通じた感動を与える存在であると言える。 
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